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大澤 洋一 会長

「さんだファミリーサポートセンター」は、本

年４月に開設から２０年の佳節を迎えることがで

きました。これもひとえに多くの会員の皆様はも

とより、三田市、関係機関のご理解とご支援に支

えられたものであり、法人を代表して心から感謝

と敬意を表します。

振り返りますと、ファミサポは平成１３年に約

１５０人の会員で始まり、現在は１,２００人を超

え、市内の子育て世代支援の大きな拠点の一つと

なっていると確信しております。

子育て環境は、昨年来の新型コロナウイルスに

よる感染拡大で、育児に対する不安感など大変厳

しい状況ですが、お互いに見守り・つながり・支

え合う「相互援助」により安心して子育てができ

るものと考えております。

当会といたしましては「だれもが住みなれた地

域で安心して、生きがいを持って生活できるま

ち」の実現に向け取り組みを進めてまいりますの

で、今後ともご支援、ご協力をよろしくお願い申

しあげます。

通信 令和３年５月発行 No.53

当事業は、三田市の委託を受けて三田市社会福祉協議会が運営しています。

さんだファミリーサポートセンターは
開設して20年を迎えました

三田市

森 哲男 市長

さんだファミリーサポートセンター開設２０

周年おめでとうございます。

平成１３年度の開設以来今日にいたるまで、

地域の子育て家庭へさまざまなご援助をいただ

きました会員のみなさまをはじめ、センターを

運営する関係機関のみなさまのご尽力を心から

感謝いたします。

子育て支援のニーズが多様化し、子育てに対

する不安感も増している中で、子ども、子育て

家庭に寄り添い、支援していただけるみなさま

の活動は、安心して子育てできる環境づくりの

大きな役割を担っていただいていると感じてお

ります。

子育てがしやすい社会の発展に向けて、市と

してもできる限りのサポートをしてまいります

ので、今後もご理解とご協力をよろしくお願い

します。



２００１年 ４月 総合福祉保健センター内に、さんだファミリーサポートセンターを設置

６月 第１回協力会員養成講座を開催

７月 相互援助活動を開始

２００４年 協力会員の地域リーダーとしてサブリーダーを設置

２００４年 センター事務所が多世代交流館ふらっと子育て交流ひろばへ移転

２００6年 援助対象の子どもの年齢上限を小学３年から小学６年へと拡大

センター事務所が多世代交流館ふらっとシニア・ユースひろばへ移転

２０１３年 登録会員数が１０００人を超える

２０１３年 依頼会員対象が４市１町（三田市・伊丹市・宝塚市・川西市・猪名川町）へ拡大（阪神北広域連携）

２０１９年 ファミサポ保険にお子さんの熱中症補償を追加

２０２０年 協力会員の養成・スキルアップに24時間９項目の講習プログラムを開始

２０２１年 ファミサポ保険に子ども送迎時の自動車事故の補償を追加

さんだファミリーサポートセンター
２０周年のあゆみ
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1月20日（水）子どもの世話
「沐浴と乳児のケア」
助産師 岡﨑智津美さん

1月28日（木）子どもの栄養と食生活
「幼児期の食事と発達」
管理栄養士 黒木真知子さん

2月2日（火）心の発達とその問題
チャッピーサポートセンター 杉山彩子さん
三田市家庭児童相談室 山下典子さん

2月16 日（火） 身体の発達と病気
「こどもの感染症と感染予防のおはなし」
阪神北広域 こども急病センター 服部悦子さん

開催しました
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ありmama 橋本佐知子さん

絵本の紹介、選び方、読み聞かせのポイントを教えていただ
きました。パステルアートは、パステルを削って粉にして、指
で描きました。テーマは「虹」。みんな思い思いに描いて、「楽
しかった！」の声をいっぱいいただきました。

2月19日

昨年度は新型コロナの影響で開催が危ぶまれましたが、感染予防対策を取って、無事に開催することができました。



＊このコーナーはサブリーダー（地域リーダー）が作成しています。

放課後はファミサポさんの家に「ただいま」。学級閉鎖などの時
にお願いしました。子どもに思い出を聞いてみました。最高におい
しかったAさんのミートパイ。Bさんの家にいたうさぎや犬、おもち
つきをしたこと。Cさんの家で食べた野菜ラーメン、庭にブランコ、
メダカ。ゲームのアイテムを消してお姉ちゃんに怒られたこと…だ
そうです。
迎えに行った時は、ファミサポさんに私の子育ての悩みを聞いて

もらい、楽になったり、理不尽なことに対しては一緒に怒ってくれ
ました。又、センターに行くと、アドバイザーさんが笑顔で迎えて
くださり、うれしかったです。たくさんの方に支えてもらいました。

広野地区 協力会員 Cさんより

元依頼会員 Yさんより

私がファミリーサポートセンターに登録して初めての活動がKちゃ
んでした。3才の女の子で月3〜4回、6年程のサポートでした。
冬のある日、夕食後こたつでうたた寝する夫の横にもぐり込み、

絵本を読むKちゃんの姿が目に焼きついています。
引越された後、年賀状のやりとりだけは続いていました。2年前に

Kちゃんが成人式を迎えたと聞き写真を送って頂きました。素適な女
性に成長し感無量です。
お母様とも久々にお話ができ、懐かしく嬉しい時間を頂きました。

人のご縁の喜びをファミサポで頂き、感謝しています。

関東と九州出身の私達夫婦が、頼れる身内のいない三田で子育てする
ことになり、すがる思いでファミリーサポートセンターへ相談に伺った
日をよく覚えております.
複数のご家庭を紹介いただき、皆様のご厚意に支えていただいたお陰

で、子どもが家族以外の方と触れ合いながら成長する機会をいただけた
ことはもちろん、母親がキャリア形成を諦めず仕事を続けられた点でも
非常に感謝しております。素晴らしい活動が長く続かれますことをお祈
り申しあげます.

お子さんが成人された
元依頼会員

ＨＯＴ！ホッと

サブリーダーだより

S君は、今年成人式に参加後、お世話になったファミサポさんに
「スーツ姿を見せに行こう。」と言ってくれたそうです。今も想っ
ていてくれてうれしい限りです。
私も協力会員となり２０年。たくさんの出会いがありました。ど

んなことして遊ぼう、何を作って食べよう等いろいろ考えたり、子
どもたちから教えられたり、気づかされたり、すべてが貴重な体験
でした。これからも今まで出会った子どもたちの成長を楽しみに、
また、新しい出会いにワクワクしながら続けていきたいです。

当時サポートされた
協力会員

元依頼会員 Ｎさんより

三輪地区 協力会員 Dさんより

ハロウィンパーティーのあ
と、仮装姿で協力会員さん
宅におじゃました時の様子
です。楽しい思い出ですね。

2年前に成人式を迎えたKさ
んです。素敵な大人になった
姿に、協力会員はとても胸が
熱くなったそうです。
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地区名 依 頼 協 力 両 方 合 計

三田 82 21 13 116

三輪 96 50 14 160

広野 24 13 2 39

小野 9 6 0 15

高平 7 5 1 13

藍 26 28 4 58

本庄 ３ 3 0 6

ﾌﾗﾜｰ 152 78 17 247

ｳｯﾃﾞｨ 346 121 59 526

ｶﾙﾁｬｰ 24 10 2 36

市内在勤 14 0 0 14

計 783 335 112 1,230

会員状況
令和3年3月末 現在（名）

活動状況
令和2年4月～令和3年3月末（件）

社会福祉法人 三田市社会福祉協議会

さんだファミリーサポートセンター
〒669-1546
三田市弥生が丘１-１-２ サンフラワービル2Ｆ
三田市多世代交流館内 シニア・ユースひろば

TEL 079-559-8996 FAX 079-562-8424
Ｅメール famisapo@sanda-shakyo.or.jp
開所時間 9:30～17:30

（月、祝日 12/28～1/4は休み）

内 容 計

保育施設の開始前、終了後の預かり 440

保育施設までの送迎 210

放課後児童クラブ終了後の預かり 52

学校の放課後の預かり 13

きょうだいの学校行事などの預かり 1

保護者の外出のときの預かり 1

登校前・児童クラブ前の預かり 14

子どもの習い事の送迎 624

保育所・学校などの休みのときの預かり 54

保護者の病気、その他急用時の預かり 22

保護者の短時間・臨時的就労時の預かり 47

その他 3

合 計 1,481

協力会員に体験的にお子様を預けてみませんか？リフレッシュ
にもどうぞ。未入会の方は、当日入会登録もできます。

日 時：７月16日（金）10：00～12：00
場 所：多世代交流館 子育て情報ひろば
対 象：保護者 市内在住・在勤のどなたでも

子ども 生後6か月から就園前
参加費：子ども1人500円 定員：4名
申込期間：7月1日（木）～9日（金）
申込み：保護者の名前、子どもの名前と年齢、電話番号を

下記までメール又はＦＡＸにてご連絡ください。

ファミサポ体験保育ドレミ

編集後記
センターが開所して20年を迎えました。この間に多くの保護者よりご相談を受け、協力両方会員が大き

な事故もなく相互援助活動を行うことができましたのも、会員のみなさまのご協力のおかげだと感謝の気
持ちでいっぱいです。今年度も引き続き新型コロナウィルスの影響を受けて逆境は続きますが、精一杯の
努力をして子どもたちの笑顔につながる活動を続けていきたいと思います。これからもどうぞファミリー
サポートセンターをよろしくお願いいたします。

アドバイザ― 河津明子、堀江浩子

●活動上のおねがい●
～新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染予防のために～

・援助活動前に検温など体調確認をお願いしま
す。本人ならびに家族に風邪などの症状があ
る場合は、活動をお控えください。その場合、
感染予防を第一に活動がキャンセルとなるこ
ともありますが、ご理解をお願いします。
・活動時は手指消毒、うがいをしてマスクの着
用をお忘れなく。
・預かり場所はこまめな換気を。
・３才以上のお子さんは、活動時のマスク着用
にご協力ください。

●センターからのお願い●
★会報誌「はぐくむ」は全会員へ郵送しています。住所を変更する際はセンターへご連絡をよろしくお願いします。
市外在住の依頼会員で三田市在勤でなくなった場合は会員資格を失いますので、ご連絡をお願いします。

★会員登録の継続を希望せず、退会される際は、退会届の提出と会員証の返却をお願いします。退会届は、ホームペー
ジからダウンロードできます。ご不明な点はセンターへご相談ください。

▲ホームページはこちらから


